
「折尾地区総合整備事業」 

公共事業評価に関する検討会議及び市民意見を踏まえた市の対応方針 

【対応方針】 

事業を継続する 

【対応方針決定の理由】 

折尾地区総合整備事業は、折尾駅を中心とした既成市街地を、学園都市や北九州学術研究都市

の玄関口にふさわしい地域拠点として再整備するため、連続立体交差事業や街路事業、土地区画

整理事業を一体的に行うものである。 

平成 16 年度の事業着手以降、10 年以上が経過し、平成 37 年度の事業完了に向けて折り返

し地点を過ぎた。その中で、連続立体交差事業については、平成29年1月の鹿児島本線の高架

への仮線切替を行い、大きな節目を越えたところである。 

連続立体交差事業を中心とする折尾地区総合整備事業は、まちを大きく変え、長期にわたる事

業であるため、工事期間中はまちのにぎわいに大きく影響を及ぼす反面、まちのにぎわいに対す

る住民からの期待も大きいことから、事業を確実に進捗させ、早期に事業効果を発揮することが

求められている。 

一方で、連続立体交差事業の事業費については、人件費や資材単価の高騰等による影響、現地

の施工条件等を踏まえた工法の見直し等に伴い、約350億円から約487億円に膨らむ見込みと

なった。 

しかしながら、現段階で本事業の休止等を行った場合、まちづくりにとっては大きなマイナス

となるため、予定どおり連続立体交差事業や土地区画整理事業を完了させることとし、街路事業

については、連続立体交差事業や土地区画整理事業の完了とあわせて事業効果が発揮できるよう

に、駅周辺の幹線道路等を集中して整備する。 

今後の見通しとして、平成 30 年度には、筑豊本線が高架に切り替り、その後、日吉台光明線

の踏切を除去することで渋滞緩和等が実現する予定である。平成 32 年度には、新駅舎の開業や

鹿児島本線の切替、主要幹線道路である日吉台光明線等の道路拡幅工事の完成などを予定してい

る。 

そして、土地区画整理事業が終わる平成37年度の時点で駅周辺の整備を概成させていく中で、

次々と事業効果を発揮させ、残りの街路事業については、今後整備する駅周辺の状況を踏まえ、

再検討することが公共事業調整会議の中で示され、対応方針として「継続」を決定した。 

なお、公共事業調整会議では、残りの街路事業の取り扱い、コスト縮減に係る今後の取り組み、

当初の費用対効果分析結果との違いについて意見がなされた。 

これらの意見に対する本市の対応として、まず、残りの街路事業の取り扱いについては、厳し

い財政状況を踏まえ、市全体の公共事業の中で、再検討を進める。 

また、コスト縮減に係る今後の取り組みについては、駅舎の建築工事や鹿児島本線の高架工事

などの今後の工事においてＪＲ九州と協議し、コスト縮減に努める。 

そして、費用対効果分析の結果については、最新の国のマニュアル等で再算定した結果である

が、当初の算定方法との違いについて、わかりやすく説明することとする。 



 以上を本市の方針として、「公共事業評価に関する検討会議（有識者による会議）」に示したと

ころ、出席したすべての構成員から「事業を本計画どおり継続することについて異論はない」と

の意見をいただき、あわせて、今後事業を継続していくにあたっての留意点が示された。 

また、これらの留意点を踏まえた市の対応方針案について市民意見を募集したところ、事業の

継続に反対する意見はなかったことから、本事業については「事業継続」とし、留意点について

は、市民意見も踏まえた上で対応する。 

 ○公共事業評価に関する検討会議における留意点とその対応 

  別紙「公共事業評価に関する検討会議における留意点とその対応」のとおり 

 ○市民意見の概要とその対応 

  別紙「提出された意見の概要及びこれに対する本市の考え方」のとおり 



公共事業評価に関する検討会議における留意点とその対応

公共事業評価に関する 

検討会議での意見 
市の対応方針 

（１） 

事業の位置付け

について

折尾駅周辺は、都市計画マスタープ

ランやコンパクトシティの観点から、

その地域にとって重要な拠点であると

位置付けられているため、当該計画の

とおり進めていくこと。 

折尾地区総合整備事業は、本市の地

方創生の施策の一つである「都市のコ

ンパクト化」を推進し、魅力ある地域

拠点の形成を実現する上でも重要な役

割を担っている。今後も、本事業を確

実に進捗させ、新たなまちづくりが一

日も早く実現するよう、全力をあげて

取り組んでいきたい。 

（２） 

まちづくりの観

点からの事業推

進について

 当該事業は基盤整備であるが、まち

づくりの観点から、住民や NPO 等の

様々な団体、学生などから意見を聞い

て考え方を取り入れるなど、調整を図

りながら事業を推進してほしい。特に

商業機能の配置については配慮しても

らいたい。 

折尾地区総合整備事業については、

日頃より地元の商業団体やまちづくり

団体、自治会等からご意見をいただき

ながら進めている。今後も、商業機能

の配置を含め、様々な立場の方から幅

広く意見を伺っていきたい。 

（３） 

事業費の節減に

ついて

これまでも工事費等の節減に努めて

いるとのことだが、事業費が事業開始

当初と比べて増加しているため、今後

も工事費等の節減について対策を続け

ていくこと。 

これまでの工事では、掘削箇所の埋

戻しに購入土ではなく発生土を利用す

るなどして工事費節減を図ってきた。

今後も、駅舎の建築工事や鹿児島本線

の高架工事などにおいて、ＪＲ九州と

協議しながら工事費節減に努めていき

たい。 

（４） 

堀川沿いの景観

について

 堀川沿いの風情ある景観を再生でき

るように配慮し、観光資源としての魅

力を高めてもらいたい。 

堀川沿いの飲食街の風情ある景観の

再生については、地域の意見を踏まえ、

どのような案が描けるのか、地権者の

意向を伺いながら、市も一緒になって

検討していきたい。 



No. 意見数 意見の概要 本市の考え方

① 2

工事費の増額については、折尾の町なかを
工事しているので仕方ない面もあるかと思う
が、今後は、工事費を節約しながら少しでも
早く事業を完成させ、使いやすい折尾駅にし
て欲しい。

今後も、連続立体交差事業をはじめとする折
尾地区総合整備事業を、工事費等の節減に
努めながら、確実に進捗させ、新たなまちづく
りが一日でも早く実現するよう、全力をあげて
取り組んでいきます。

① 2

バリアフリー化を進め、全ての人が利用しや
すい駅や駅前広場にする等、ユニバーサル
デザインに配慮したまちづくりを進めて欲し
い。

今後も、「住みやすく、魅力的で、にぎわいの
あるまちづくり」を目指し、バリアフリー・ユニ
バーサルデザインを推進していきます。

② 5

・学園都市の玄関口に相応しいデザイン、歴
史や文化を伝承することで、まちのシンボル
性やシビックプライド(市民の誇り)を高めて欲
しい。
・筑豊本線の線路跡に本物のレールを活用し
たモニュメントを設置して欲しい。
・高架下の通路と高架側面のデザインを赤煉
瓦のトンネル風にして欲しい。
・折尾の観光・歴史遺産を紹介した案内板を3
番ホームの防風スクリーンと手すりの間に設
置して欲しい。
・日本初立体交差である折尾駅の歴史遺産
を活用して欲しい。

新駅舎や駅前広場は、まちの玄関口に相応
しく、シンボル性の高いデザインにすることが
重要と考えており、ご意見については、法令
や保守管理の問題も考慮しながら、今後の参
考とさせて頂きます。
折尾駅舎の歴史を後世に伝えるため、構造
や部材等の調査を行い、記録等を整理、保存
していきます。

③ 1
立体交差駅舎の特徴・外観を左右アンバラン
スにして欲しい。

新駅舎にシンボル性を持たせること、駅舎左
右の高架との調和を図ること、アンバランスと
する機能的必要性がないことから、新駅舎の
デザインは左右対称として設計を進めていま
す。

④ 1
駅舎の建設にあたり、市の負担があるのであ
れば、使用方法について調整して欲しい。

駅舎の建設費については、自治体の負担が
ありますが、それは鉄道の高架化に伴い必
要となる駅機能の移転についての負担となっ
ています。そのため、駅業務以外の使用につ
いては、駅業務の支障とならない範囲で、鉄
道事業者が判断することになります。

① 4

鹿児島本線の仮線切替が行われたが、従来
よりも北口改札からの距離が遠くなったこと、
ホームの位置が高くなり階段数が増えたこ
と、階段幅が狭くなり、ラッシュ時には混雑す
ること、などから、利用者の利便性や快適性
は逆に失われたように感じる。工事完了まで
には、エスカレータの設置も含め、改善して欲
しい。

工事期間中は仮通路の通行等、ご迷惑をお
かけしますが、最終的には、分散していた
ホーム、改札口の集約、エレベータ、エスカ
レータの設置などにより、駅の利便性や快適
性を向上させていきたいと考えています。な
お、新しいホームのエスカレータは、筑豊本
線が高架化され次第、各ホームに設置する
予定です。

提出された意見の概要及びこれに対する本市の考え方
（対象事業：折尾地区総合整備事業）

１．事業内容に関する意見（28件）

（１）事業の早期完成について（2件）

（２）駅やホームの設備等について（9件）

（３）工事期間中の利便性について（5件）



② 1

折尾駅の送迎車用のスペースが少ないの
で、改善して欲しい。工事が完了するときまで
には、駅の近くに送迎車用の駐車場を整備し
て欲しい。

工事期間中は工事スペースを確保するため、
送迎車用スペースが少なくなるなど、ご不便
をおかけしています。最終的には、ピーク時
でも送迎がスムーズにできるように検討して
いきたいと考えています。

① 2
住民・ＮＰＯ・学生、子育て中や介護中の方、
障害を持つ方などの意見や声を聴き、参考に
したまちづくりをして頂きたい。

今後も、様々な立場の方から幅広く意見を伺
いながら、まちづくりを進めていきます。

① 2
堀川沿いの飲食街を統一感のある街並みに
し、風情ある景観を観光資源として残して欲し
い。

堀川沿いの飲食街の風情ある景観の再生に
ついては、地域の意見を踏まえ、どのような
案が描けるのか、地権者の意向を伺いなが
ら、市も一緒になって検討していきたいと考え
ています。

② 1

折尾警察署跡地のマンションは、折尾の市街
地にとって中心的な建物であり、折尾の顔だ
と考えている。
個別の民間建物は所有者の問題とするので
はなく、まちづくりととらえ、多目的トイレ等の
バリアフリー対策が行われるように、指導・サ
ポートして欲しい。

折尾警察署跡地の店舗複合型マンションは、
折尾のリーディングプロジェクトとして、着実に
進捗が図られるよう民間事業者にはたらきか
けています。
マンションに整備される店舗や地域の方も利
用できる多目的ルームについては、法令に従
いバリアフリー化されることとなっています。

③ 1

日吉台方面から折尾駅に向かい通勤する人
が多いので、日吉台方面から駅に入れるよう
に、日吉台光明線沿い（折尾四丁目、五丁目
付近）に入口を設置して欲しい。

当初改札口が3箇所に分散され、わかりづら
く、乗換えが不便だったため、新しい駅では、
将来の北口駅前広場に面した1箇所に集約
する計画となっています。

④ 1

八幡図書館折尾分館（折尾こどもと母のとしょ
かん）を、駅前という利便性の高い場所で存
続させて欲しい。また、折尾は学生が多く図
書館の需要は高いため、機能を拡充して欲し
い。

八幡図書館折尾分館（折尾こどもと母のとしょ
かん）については、折尾駅周辺などに移転す
ることとしており、ご意見については、今後の
参考とさせて頂きます。

⑤ 1
福岡銀行付近の新々堀川を切り替えた部分
に蓋をし、高架橋の下と一体のイベントなど
ができる広場にして欲しい。

新々堀川を切り替えた部分については、今
後、どのように利用していくか検討していきた
いと考えています。

⑥ 1
ねじりまんぽ（西鉄電車赤煉瓦高架橋）を活
かした公園づくりを行うため、公園の形状を変
更して欲しい。

当該公園の形状については、事業計画に
よって決定し、これに基づき周辺事業に着手
しているため、計画どおりに進めていきたいと
考えています。

⑦ 1
遠賀川疏水碑、岡山直道頌徳碑を折尾駅周
辺に移設して欲しい。

当該記念碑の移設先は、所有者等、関係者
の意向を確認しながら決定するものであり、
現在、関係者と移設に関する具体的な協議を
行っているところです。

（４）地元住民等への意見聴取について（2件）

（５）駅周辺のまちづくりについて（10件）



⑧ 1
福工大前駅の福岡市和白地域交流センター
（コミセンわじろ）のような施設を高架橋に隣
接して建てて欲しい。

本市では、公共施設マネジメント実行計画を
もとに公共施設の再配置等を進めることとし
ており、ご意見については、今後の参考とさ
せて頂きます。

⑨ 1
堀川運河沿い（折尾駅前から河守神社）に遊
歩道を整備して欲しい。

区画整理事業区域内の堀川沿いには４～１０
ｍの道路を整備する計画です。その中で、折
尾駅前から東筑橋の区間については、沿線
の土地利用から車を通す必要がある区間も
あるため、今後、地権者や交通管理者等と協
議しながら道路形態を検討していきたいと考
えています。また、東筑橋以南の区間につい
ては、区画道路（６ｍ）として整備を行う計画
です。

① 3

折尾駅周辺にビジネスホテルやスーパー
マーケットを誘致して欲しい。
駅構内にテナントスペースを設置し、駅ビル
的な施設として欲しい。

折尾駅の構内や周辺の土地については、JR
等の個別の権利者が活用するものであり、
様々な民間開発が進むよう、市として折尾の
魅力や事業のPRに努めていきます。

② 1
福岡方面への高速バスを誘致して欲しい。
福岡方面へのアクセスの選択肢が広がること
を望む。

バスの運行ルートやダイヤについては、利用
者の利便性や需要と供給のバランスなどをバ
ス事業者が総合的に判断のうえ決定していま
す。ご意見のとおり、アクセスの選択肢が広
がれば利便性は向上しますが、一方で、バス
路線を新たに開設し、運行を継続して行くた
めには、多くの方に利用していただき、採算
性を確保する事が重要です。

③ 1
折尾駅周辺をポイ捨てや歩きタバコ禁止の重
点地区に指定して欲しい。

迷惑行為防止重点地区の指定については、
第三者協議会の「限定的な範囲での指定」と
の答申や、巡視活動の実効性、経費の増加
等の課題があり、当面は小倉都心・黒崎副都
心において取り組むこととしています。
折尾駅周辺等その他の地区については、各
種啓発活動により路上喫煙等の迷惑行為防
止に取り組んでいきたいと考えています。

２．その他の意見（5件）


